
 
 

―

―

浜

松

の

十

年

後

、

二

十

年

後

は

ど

う

な

っ

て

い

る

だ

ろ

う

か

？

 

 
 

つ

い

に

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

や

っ

て

来

た

！

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

―

警

戒

管

制

司

令

部

も

や

っ

て

来

る

！

 

 

◎

浜

松

市

で

は

、

今

、

二

つ

の

全

く

相

反

す

る

町

づ

く

り

が

進

行

中

で

あ

る

。

一

つ

は

、

ア

ク

 

ト

シ

テ

イ

に

見

ら

れ

る

文

化

の

香

り

高

い

「

音

楽

の

町

づ

く

り

」

で

あ

り

、

も

う

一

つ

は

、

 

殺

人

と

破

壊

を

も

た

ら

す

戦

争

の

訓

練

を

す

る

基

地

の

強

化

で

あ

り

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

配

備

と

 

共

に

、
警

戒

管

制

司

令

部

も

来

る

と

い

う
「

軍

事

の

町

づ

く

り

」
で

あ

る

。

 

 

こ

の

相

反

す

る

「

平

和

」

と

「

戦

争

」

が

、

浜

松

市

内

に

同

居

で

き

る

だ

ろ

う

か

？

 
 

 

 
 

 

何

年

か

後

に

大

き

な

破

綻
(

は

た

ん

)

が

浜

松

市

を

襲

う

の

で

は

な

か

ろ

う

か

？

 

 

市

民

の

皆

さ

ん

は

、

ど

う

お

考

え

で

す

か

？

 

 

◎

五

二

年

前

の

六

月

十

八

日

、

浜

松

市

は

米

爆

撃

機

Ｂ

２

９

の

大

空

襲

に

よ

っ

て

焼

け

野

原

と

な

り

、

三

千

三

百

四

十

九

名

が

無

惨

に

死

に

、

二

千

三

百

四

十

九

名

が

重

軽

傷

を

負

っ

た

。

そ

れ

は

軍

需

工

場

と

軍

事

基

地

が

あ

っ

た

た

め

に

、

特

別

に

ね

ら

わ

れ

た

の

だ

。

 

 
 

そ

の

時

、

誰

も

が

「

基

地

は

も

う

い

や

だ

！

」

と

決

意

し

た

は

ず

な

の

に

…

。

 

 

◎

し

か

し

今

日

、

再

び

航

空

自

衛

隊

が

で

き

、

今

度

は

最

新

鋭

の

巨

大

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

も

配

備

さ

れ

、

そ

の

上

、

警

戒

管

制

司

令

部

ま

で

も

置

か

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

ま

こ

と

に

恐

ろ

し

い

実

戦

軍

事

都

市

へ

の

変

貌

で

あ

る

。

万

が

一

の

場

合

、

司

令

部

の

あ

る

浜

松

が

真

っ

先

に

攻

 

撃

目

標

に

さ

れ

る

こ

と

は

、

軍

事

常

識

で

あ

る

。
 

 

何

年

か

後

に

、

浜

松

が

ま

た

焼

け

野

原

に

な

る

こ

と

は

な

い

の

だ

ろ

う

か

？

 

 

◎

日

米

安

保

・

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

よ

っ

て

、

自

衛

隊

関

係

は

勿

論

の

こ

と

、

民

間

施

設

ま

で

も

が

、

米

軍

の

起

こ

す

戦

争

に

協

力

す

る

と

い

う

取

り

決

め

が

な

さ

れ

た

。

 

 

去

る

一

月

十

七

日

、

米

空

母

艦

載

機

Ｆ

１

８

ホ

ー

ネ

ッ

ト

六

機

が

浜

松

基

地

に

「

緊

急

着

 

陸

」

し

て

市

民

の

度

肝

（

ど

ぎ

も

）

を

ぬ

い

た

の

は

、

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

の

訓

練

で

あ

っ

た

 

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

の

上

、

今

後

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

は

米

軍

に

情

報

を

提

供

す

る

中

心

的

役

割

 

を

果

た

す

た

め

、

そ

の

司

令

部

が

浜

松

に

来

る

の

だ

。

な

ん

と

危

な

い

こ

と

か

！

 

 

◎

最

近

、

文

部

大

臣

(

政

府

)

が

、

中

学

生

に

対

し

「

凶

器

と

な

る

ナ

イ

フ

を

持

ち

歩

か

な

い

よ

う

に

」

と

お

説

教

を

し

た

。

そ

れ

な

ら

我

々

は

政

府

に

言

い

た

い

、
「

大

量

殺

人

と

破

壊

の

 

道

具

で

あ

る

軍

備

の

保

持

を

や

め

、

軍

事

訓

練

も

や

め

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

も

捨

て

な

さ

い

」

と

。

 

そ

れ

が

憲

法

第

九

条

の

厳

然

た

る

定

め

だ

か

ら

…

。

目

に

余

る

政

・

官

・

財

・

教

育

・

国

家

社

会

の

腐

敗

堕

落

の

根

源

は

、

国

(

政

府

)

自

身

が

法

や

道

徳

を

守

ら

な

い

と

こ

ろ

に

あ

る

の

 

で

は

な

い

か

！

 

 

◎

戦

争

は

「

政

治

が

起

こ

す

行

為

」

で

あ

る

。

憲

法

前

文

に

は

「

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

、

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

起

こ

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

を

決

意

し

…

こ

の

憲

法

を

確

定

す

る

」

と

明

記

さ

れ

て

い

る

。

今

ま

た

、

米

軍

追

従

の

愚

か

な

「

政

府

の

行

為

」

に

よ

っ

て

、

 

再

び

戦

争

に

巻

き

込

ま

れ

る

危

険

性

は

、

急

速

に

増

大

し

た

。

こ

れ

に

ス

ト

ッ

プ

を

か

け

る

 

こ

と

の

で

き

る

の

は

、
主

権

者

で

あ

る

我

々

国

民
（

市

民

）
し

か

な

い

。

 

 

◎

愛

す

る

我

々

の

子

や

孫

達

に

、
ど

ん

な

浜

松

を

遺

す

の

か

。「
平

和

都

市

」
か
「

軍

事

都

市

」

 

か

。
「

平

和

」

か

「

戦

争

」

か

、

ど

ち

ら

を

遺

す

の

か

？

我

々

浜

松

市

民

は

今

、

そ

の

分



か

れ

道

に

立

っ

て

深

刻

に

問

わ

れ

て

い

る

。

 

 

今

日

は

憲

法

記

念

日

（

第

五

一

回

目

）

 

 
 

 
 

 
 

…

原

点

に

立

ち

帰

っ

て

「

こ

れ

で

よ

い

の

か

？

」

と

考

え

て

み

ま

し

ょ

う

。

 

  
 

一

九

九

八

年

五

月

三

日

（

日

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

務

局

 
 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

 

   

◆

も

う

一

度

、

憲

法

を

読

ん

で

み

ま

せ

ん

か

(

抜

粋

)
 

 

前

文

①

…

…

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

起

こ

る

こ

と

の

な

い

や

う

に

す

る

こ

と

を

決

意

し

、
こ

こ

に

主

権

が

国

民

に

存

す

る

こ

と

を

宣

言

し

、
こ

の

憲

法

を

確

定

す

る

。

 

②

日

本

国

民

は

、

国

家

の

名

誉

に

か

け

、

全

力

を

あ

げ

て

こ

の

崇

高

な

理

想

と

目

的

を

 
 

 
 

達

成

す

る

こ

と

を

誓

ふ

。

 

 

本

文

③

第

二

章

 

「

戦

争

の

放

棄

」

 

第

九

条

 

日

本

国

民

は

、

正

義

と

秩

序

を

基

調

と

す

る

国

際

平

和

を

誠

実

に

希

求

し

、

 
 

 
 

 
 

 
 

国

権

の

発

動

た

る

戦

争

と

、

武

力

に

よ

る

威

嚇

又

は

武

力

の

行

使

は

、

国

 
 

 
 

 
 

 
 

際

紛

争

を

解

決

す

る

手

段

と

し

て

は

、

永

久

に

こ

れ

を

放

棄

す

る

。

 

前

項

の

目

的

を

達

す

る

た

め

、

陸

海

空

軍

そ

の

他

の

戦

力

は

、

こ

れ

を

 

保

持

し

な

い

。

国

の

交

戦

権

は

、

こ

れ

を

認

め

な

い

。

 

④

第

十

一

条

 

国

民

は

、

す

べ

て

の

基

本

的

人

権

の

享

有

を

妨

げ

ら

れ

な

い

。

こ

の

憲

 
 

 
 

 
 

 
 

法

が

国

民

に

保

障

す

る

基

本

的

人

権

は

、

侵

す

こ

と

の

で

き

な

い

永

久

の

 

権

利

と

し

て

、

現

在

及

び

将

来

の

国

民

に

与

へ

ら

れ

る

。

 

⑤

第

九

九

条

 

天

皇

又

は

摂

政

及

び

国

務

大

臣

、

国

会

議

員

、

裁

判

官

そ

の

他

の

公

務

 
 

 
 

 
 

 
 

員

は

、

こ

の

憲

法

を

尊

重

し

擁

護

す

る

義

務

を

負

ふ

。

 


